
 

２０２６（令和）８年度 北方領土返還要求宮崎県民会議 

『知る・伝えｔる・繋ぐ』 

T E A M  H O K K E N  

《発足の経緯＆子どもたちの想い&活動の実際》 

１ ＴＥＡＭ ＨＯＫＫＥＮ発足の経緯 

 ◇ＴＥＡＭ ＨＯＫＫＥＮは、元島民の幸せを願って現地視察に参加した人を中心に集まったチームです。 

 

 ◇令和３年、本校から選ばれて現地視察に訪れた当時中学校３年生の４人の女子生徒（松山さん、松村さ

ん、大久保さん、黒木さん）が、視察後「私たちにできることはありませんか」という想いのもと、自発

的な活動団体として発足しました。当時宮崎県教育関係者会議の会長を務めていた猪野が発足以降そのお

世話役を引き受けています（顧問ではありません）。 

 

 ◇県民会議主催の県民集会や地域イベントに自発的に参加するなどの活動が評価され、黒木さんが２月に開

催された「全国大会」において、全国の青少年の代表としてスピーチを行いました。 

 

 ◇その後、その２年後に実施された現地視察に訪れた中高生のなかで、当時中３の多田さんと中１の清水さ

んがメンバーに加わるとともに、昨年度から当時高１で本校に入学してきた香川さんが、宮崎南高校の酒

井さんがメンバーに加わりました。 

 

 ◇令和７年７月に宮崎で開催されたブロック会議に多田さんと香川さんが参加し、グループ会議での二人の

姿や想いの強さに他県の県民会議の会長や推進員の皆さんが驚き、その後の九州各県で開催されるイベン

トに招聘されるとともに、他県の中高生への意識高揚に一役買うこととなりました。現在九州の他県で

は、ＴＥＡＭ ＨＯＫＫＥＮを創っていこうという動きが起こっています。 

 

 ◇令和７年１２月に開催した現地視察に参加した３名（年見さん、小山田さん、岩下さん）に加え、本校の

中村さん、松川さん、大淀中の錦織さん、高鍋高校の坂本さんが加わり、現在１１名で活動しておりま

す。 

 

 ◇現在では、県民会議主催の様々なイベントに参加することは言うまでもなく、県内外の中学校から出前授

業の依頼が舞い込んでくる機会が増えてまいりました。 

 

◇全国的にもめずらしいこのような取組とその社会貢献度の高さが、国（大臣、内閣府、北対協）や各都道

府県の県民会議や教育関係者会議から高く評価されるようになってきたところです。 

 
２ 子どもたちの想い 

 ◇本県においては、子どもたち（TEAM HOKKEN以外の子どもたちも含めて）は、視察後に貢献活動す

ることを条件に現地視察に応募するようにしております。 

 

 ◇その中で、自分の幸せではなく、元島民の幸せのために、自分の人生の貴重な時間を使って自主的に活動

しているのがTEAM HOKKENのメンバーではないかと思います。 

 

◇この「元島民の方々の幸せにしたい。そのために自分たちも何かできませんか」という想いは、初代の6

名から現在に至るまで、脈々と受け継がれております。 

 

◇そしてその活動は、「部活動の大会に参加したい」「青島太平洋マラソンにボランティアで参加したい」と

いったフェーズとは異なり、様々な次元で国民の皆様からの要請を受けての活動となっております。 

 

◇この想いが全国に広がっていくことを願いながら、TEAM HOKKENの子どもたちは、『知る・伝えｔ

る・繋ぐ』というスローガンを掲げ、地道に活動を行っております。 

 



 

 
３ 活動の実際 

Ａ 県民会議の事業への参加 

  ａ 街頭での啓発活動や署名活動  ｂ 地域イベントｃ 県民集会 ｄ キャラバン隊 

B 県内外の中学校への出前授業 

C 県外団体からの出席要請 

 D ＳＮＳでの発信 

  ａ ＴＥＡＭ ＨＯＫＫＥＮのインスタグラム 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青島青少年自然の家まつり 

TEAM HOKKEN ミーティング 出 前 授 業 i n 新 田 学 園 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 前 授 業 i n 生 目 台 中 

出前授業 i n 宮崎第一中 

京都オンライン授業 with 美山中 

え と ぴ り か研修 a t  富山 


